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Ⅰ．我が国におけるワイヤレスブロードバンドの現状
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我が国における加入者系ブロードバンドの現状
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ケーブルインターネット
○加入者数 ： 約2,768,000
○事業者数 ： 348社
（2004年8月末現在）

ケーブルインターネットケーブルインターネット
○加入者数 ： 約2,768,000
○事業者数 ： 348社
（2004年8月末現在）
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光ファイバ (FTTH)
（一般ユーザ向け）

○加入者数 ：1,601,432
○事業者数 ： 12社
（2004年8月末現在）

光ファイバ光ファイバ (FTTH)(FTTH)
（一般ユーザ向け）

○加入者数 ：1,601,432
○事業者数 ： 12社
（2004年8月末現在）

加入者系無線
○加入者数 ： 約27,000
○事業者数： 23社
（2004年8月末現在）

加入者系無線加入者系無線
○加入者数 ： 約27,000
○事業者数： 23社
（2004年8月末現在）

160万

277万

27,000

ＤＳＬ
○加入者数 ： 12,549,065
（2004年8月末現在）

○事業者数 ： 43社
（2004年8月末現在）

ＤＳＬＤＳＬ
○加入者数 ： 12,549,065
（2004年8月末現在）

○事業者数 ： 43社
（2004年8月末現在）

1,255万

有線系に比べて、加入者系無線によるブロードバンド利用は、十分とは言い難い。有線系に比べて、加入者系無線によるブロードバンド利用は、十分とは言い難い。
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iモード､EZウェブ､
Jスカイサービス開始

2000年
カメラ付き携帯電話登場

2000年
カメラ付き携帯電話登場
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2001年
IMT-2000サービス開始

63.1%
イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

接

続

可

能

カ
メ
ラ
付
き

携

帯

電

話

携

帯

電

話

加

入

者

数

携帯電話加入者数の推移
～TCA及び各事業者より調べ～

2004.10

27.7%

2004年10月末現在 加入者数
・携帯電話 :約8,467万台
・インターネット接続 :約7,270万台
・カメラ付き携帯電話 :約5,346万台
・第3世代携帯電話 :約2,349万台

2004年10月末現在 加入者数
・携帯電話 :約8,467万台
・インターネット接続 :約7,270万台
・カメラ付き携帯電話 :約5,346万台
・第3世代携帯電話 :約2,349万台
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通信速度の高速化

HSDPA(W-CDMA)     14Mbps
EV-DO(CDMA2000)   2.4Mbps例.

関連技術の発展

有機ＥＬ
燃料電池

ソフトウエア無線
例.

他のサービスとの統合

GPS
電子タグ
デジタル放送
カメラ

例.

ネットワーク機能

オンライン銀行
インターネットショッピング
セキュリティサービス
ストリーミングコンテンツ

例.

携帯電話の発展（１）
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携帯電話の発展（２）

(試作機 )地上デジタル放送受信機との一体化

電子タグ（非接触ICカード）
との一体化 (実用機 )

-日本全国の多数の場所で使用可能
-紙幣や貨幣としてだけでなく、いろいろ
なものとして使用可能

(ﾒﾝﾊﾞｶｰﾄﾞ, ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ, ﾁｹｯﾄ,社員ｶｰﾄﾞ等)

"F900iC”"SO506iC"

５



総務省の取組み総務省の取組み

送受信情報の大幅な増加が周波数増加（約１０年後には現状の４～５倍）を招くので、種々の取組みにより周波数を開放。

容量（例）
音楽ﾘｱﾙﾀｲﾑ伝送（CDなど)
数十MB

動画ﾘｱﾙﾀｲﾑ伝送(映画など）
数～数十GB

ﾘｱﾙﾀｲﾑ
株価情報

画像（特に動画像）
・ﾋﾞﾃﾞｵ･ｸﾘｯﾋﾟﾝｸﾞ、映画、TV電話 ｵﾝﾗｲﾝｹﾞｰﾑ ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ

11/30 15:00
◇会社名
銘柄コード：****
[東証一部]
現在値：273(+3)
始値 ：270
高値 ：275
安値 ：270
出来高：595

cf： インターネット（有線）の世界でも、
動画像ダウンロードなどにより、
ADSLの高速化や光ファイバへの
需要が増加

新たなｻｰﾋﾞｽと容量の増加新たなｻｰﾋﾞｽと容量の増加

６

携帯電話の高速化（１）



第２世代
(28.8kbps)
第３世代
(384kbps)

第４世代
(100Mbps)

2日

4時間

50秒

音楽ＣＤ（10曲分：600～700 Mbyte）のダウンロードに要する時間

100Mbps

W-CDMA: 384kbps (HSDPA: 14Mbps)
CDMA2000 1x: 144kbps
CDMA2000 1xEV- DO: 2.4Mbps

28.8kbps

-

データ伝送速度

2001
第三世代
(IMT-2000)

2010 年頃
第四世代
（Systems beyond 

IMT-2000）

1993第二世代

1979第一世代

サービス開始

国際標準化

・ ＩＴＵ－ＲＷＰ８Ｆ標準化活動に

よる提案

・ＷＲＣ－２００７会議に向けた

周波数要求条件の研究

７

携帯電話の高速化（２）



1 10 100 1000

移動速度

高速

低速

高度化

IMT-2000
高度化

IMT-2000

通信速度 (Mb/s)

第４世代移動通信システム
で可能になる能力

New Nomadic /Local Area 
Wireless Access

New Mobile Access

ITU-R Rec.M.1645

場所やユーザーを特定せずに、ネットワークに相互接続できるような
システム間の相互連結を示す。

８

携帯電話の高速化（３）



無線ＬＡＮ市場の動向
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無線LAN AP
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無線LAN AP 271 588 980 1731 

無線LANカード 693 1,327 2,475 2,775 

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度

PC台数（国内出荷分）及び無線LAN搭載率の推移について
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無線LAN市場は着実に拡大しており、ＰＣの標準仕様になりつつある。

無線LAN日本市場規模推移

㈱矢野経済研究所調査資料

出典：情報通信審議会5GHz帯無線アクセスシステム作業班構成員アンケート結果による ９
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・ホテル、駅、喫茶店等での利用
（ホットスポット）

・加入者宅への無線による回線提供
（ラストワンマイル）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

光ファイバ
ADSL 等

家庭で
家庭で

基地局

基地局

学校で
学校で

公園で
公園で

飲食店で
飲食店で

基地局

外出先で
外出先で

光ﾌｧｲﾊﾞ等

家庭、オフィスだけでなく、
出先からでもＰＣからﾌﾞﾛｰ
ﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ接続が可能

新たなｻｰﾋﾞｽの展開新たなｻｰﾋﾞｽの展開

利用者数の増加や伝送速度の高速化が周波数増加（約１０年後には現状の約４倍）を招くので、種々の取組みにより
周波数を開放。

総務省の取組み総務省の取組み

ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ ﾗｽﾄﾜﾝﾏｲﾙ

無線アクセスシステムによるインターネット・アクセスの高度化
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無線LAN
（屋内）

無線LAN
（屋内）

無線LAN
（屋内）

無線LAN
（屋内・屋外）

移動衛星
気象レーダ
地球探査衛星 各種レーダ等

5150 5250 5350 5725

5150 5250 5350 57255470

[MHz]

355MHz幅

100MHz幅

無線LAN
（屋内・屋外）

無線LAN
（屋内・屋外）

産業・科学・医療等
（例：電子レンジ）

産業・科学・医療等
（例：電子レンジ）

2400 2497
97MHz幅

2400 2497
97MHz幅

[MHz]

[MHz]

2400 2500

2400 2500

・屋外利用可能な周波数帯が大幅に拡大
⇒ より多くの利用者で、より高速の通信が可能に

・国際的に共通な周波数帯の拡大
⇒ 利用者の利便性の向上、装置の低廉化が期待

2.4GHz帯 5GHz帯

移動衛星
気象レーダ

地球探査衛星,宇宙 レーダ等

[MHz]
全世界で新たに無線LANに分配

各種レーダ等

無線LANで使用
できる周波数

国際的に使用できる業務の例

（凡例）

⇒速やかに国内制度を整備

【変更前】

【変更後】

現在の２倍近い（355MHz幅）周波数帯を無線LAN用に新たに分配

100MHz幅

2003年度末では、「ﾎｯﾄｽﾎﾟｯﾄ」
の数は5,000カ所以上

5GHz帯無線アクセスシステムへの周波数追加分配

１１



無線アクセスシステムの主な分類について

無線ＰＡＮ

(Personal Area 
Network)

無線 LＡＮ
(Local Area Network)

無線MＡＮ
(Metropolitan Area

Network)

無線WＡＮ
(Wide Area Network)

無線データ伝送

（Bluetooth、UWB
等）

無線ＬＡＮ

（Wi-Fi等）
WiMAX 等

第３世代携帯電話

等

数十ｍ四方 構内網

ホットスポット
数ｋｍ～数十ｋｍ四方 広域網
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